
オホーツク連携地域「地域づくり推進ビジョン」

全道でも有数の生産量を誇る農林水産資源や知床世界自然遺産・流氷などの優れた地域資源を活かし、
自然と共生する快適な暮らしが広がる 「オホーツク連携地域」

Ⅰ 地域のめざす姿

■ 連携地域の主な施策の方向（今後５年程度）

１ オホーツクイメージの効果的
な発信

２ 農林水産業の強化 ３ 豊富な農水産物を活かした食
関連産業の振興

４ 特色ある豊かな資源を活かし
た観光の展開

５ 人と自然が共生できる環境重
視型社会の形成

・地域の特色を活かした効果的な
情報発信の推進

・ＩＣＴを活用した農林水産業の
生産体制の整備と担い手の育成・
確保
・ＨＡＣＣＰの認証取得などによ
る良質な農水産物の販路の拡大
・オホーツク産木材・木製品の利
用促進
・栽培漁業の推進

・多様な主体の連携による付加価
値の高い商品の開発
・食の地域ブランドの形成・発信
や国内外への販路の拡大

・知床世界自然遺産、流氷や季節
を彩る花など、オホーツクの有す
る魅力の効果的な発信
・豊かな自然環境や農林水産業、
スポーツ・文化などを取り入れた
体験型・滞在型観光の推進
・国内外の観光客に対する受入体
制の整備

・鳥獣被害の防止に向けた取組の
推進
・北海道知床世界自然遺産条例に
基づく知床の保全や適正な利用の
推進
・林地未利用材や家畜排せつ物な
ど、地域資源を活用した再生可能
エネルギーの導入促進

〈概ね１０年の地域のめざす姿を示しています。〉

大規模で生産性の高い畑作や酪農、国内有数の生産力を誇るホタテ・サケの栽培漁業、森林認証材の利用促進など、豊富な農林水産資源を活用した地域産業の
振興を図ります。
知床世界自然遺産や流氷などを活かした観光の展開、国宝「北海道白滝遺跡群出土品」やモヨロ貝塚など地域の宝である歴史・文化の継承、気候特性を活かした
スポーツ合宿の誘致などを通じた関係人口の創出・拡大を図ります。
人と自然が共生し、持続可能で活力あるオホーツク地域の形成を図ります。
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６ オホーツクの特性を活かした
文化・スポーツの振興

７ 安心して暮らせる地域社会の
形成

８ オホーツク地域への人口定着
の推進

９ 暮らしや産業を支える交通ネ
ットワークの形成

・古代遺跡群を体験する機会の創
出などによるオホーツク文化の普
及
・広域的なスポーツイベントの推
進や幅広いスポーツ合宿の誘致

・医療従事者の確保や新興感染症
の発生に対応した地域医療提供体
制の充実
・出産・子育て支援など、周産期
医療や保健福祉の充実
・高齢化社会に対応した地域包括
ケアシステムの推進
・防災関係機関や住民などの協働
による災害に強い地域づくりの推
進

・関係人口の創出・拡大や移住・
定住の促進
・若年層を中心とした地元愛醸成
の促進

・公共交通の利用促進や維持・確
保に向けた取組の推進
・観光や物流、地域間交流を支え
るための道路網や港湾等の整備推
進

〈概ね１０年の地域のめざす姿を示しています。〉


